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利用者一人一人の移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスをシームレスかつ最適に
組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービス。また観光や医療等の目的地における交通以外のサー
ビス等との連携により、移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する新たな移動サービスの概念。

※国土交通省：日本版MaaSの推進より

MaaS（Mobility as a Service）とは？ 1



令和２年度前橋版ＭａａＳ『ＭａｅＭａａＳ』実証実験概要 2



ＭａｅＭａａＳ利用登録者実績 3

◆実験期間 ：2021年12月21日～3月12日
◆会員登録数 ：1,358人
◆交通系ICカード登録数 ：827人
◆マイナンバーカード連携数：98人

令和２年度実証実験



デジタルフリーパス利用実績 4

前橋駅を中心としたバス路線が、１日間or１週間乗り降り自由となるデジタルフリーパス
◆種 類：共通運賃定期区間「150円区間」「200円区間」及び「マイバス４循環」の３種類
◆運賃施策：マイナンバーカード認証連携を活用し運賃の前橋市民割引を実施
◆商業連携：フリーパス画面を掲示することで商業クーポンとしても運用。クーポン特典内容と対象店舗を提示。

クーポンサービス
協力店舗数 19店
利用実績 21回

路線バスデジタルフリーパス販売枚数
（チケットを有効化した時点でカウント）
区間名・種別 12/21～31 1/1～31 2/1～28 3/1～12 計82日間

150円・1日 9 17 16 9 51枚
内、市民割引 (1) (2) (4) (1) (8)

150円・1週間 1 0 0 3 4枚
内、市民割引 (0) (0) (0) (1) (1)

200円・1日 2 5 16 10 33枚
内、市民割引 (0) (2) (5) (5) (12)

200円・1週間 0 2 1 2 5枚
内、市民割引 (0) (0) (1) (1) (2)

マイバス４循環
(1日券のみ) 3 4 6 1 14枚

内、市民割引 (0) (2) (2) (1) (5)
総合計（１週間券は７枚分としてカウント） 161枚

• 新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出自粛により、厳しい利用実績となった。
• 利用者にとって使いやすい運賃体系の検討を進めるとともに、サービス拡充による利便性向上を図る。

料 金 表



郊外部での取り組み ＡＩ配車タクシーの実証実験
＜デマンド交通サービスの高度化検証＞
実施目的：公共交通不便地域の解消とＡＩを活用したドアツードア配車システムの検証として実施
対象エリア：芳賀・富士見地区
運行方式：ドアツードア型サービス
運賃 ：大人500円 中学生以下250円
割引後 ：大人200円 中学生以下100円
運賃施策：マイナンバーカード×交通系ICカードの連携による運賃割引
（※電話予約、現金決済でも利用可能）
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予約方法 12/21～31 1/1～31 2/1～28 3/1～12 計82日間

MaeMaaS 2 20 10 15 47

電話 10 13 78 33 134

合計 12 33 88 48 181
市民割引利用数 0 10 9 7 26

利用実績

• 新型コロナウイルス感染拡大の影響により外出自粛などにより利用者数も伸び悩んだが、2月以降は説明会参加者や利用者自身による口コミ等
の影響もあり徐々に1日当たりの利用者数が増加。

• 地域の需要実態を正確に把握するためには、長期的な実証実験を継続して実施していく必要性があると推測される。



自動運転バスでの顔認証実験 6



参加者からのフィードバック 7

前橋版MaaS（MaeMaaS)

アプリアンケート回答より

＜活用実態＞
・実際に利用したサービスでは、１５０円区間市
内フリーパス（３５．１％）、２００円区間市
内フリーパス（２９．６％）、クーポン特典サー
ビス（２４％）の順となった。

＜市民割引について＞
・デジタルフリーパス又はデマンド交通をマイナン
バーカード認証による市民割引にて利用した利用
者は、４３．３％。そのうち８４．７％が「満
足」と回答し１５．３％が「どちらとも言えない」と
回答。
・８割以上の回答者が市民割引の料金について
「適切」または「安い」と回答。

＜全体満足度＞
・アンケート回答者のうち４割超が本サービスを
「満足」であるしたが、過半数以上が満足ではない
又はどちらともいえないと回答。より利便性が高まる
サービス施策の検討が必要となる。

車内アンケート回答より

＜利用実態＞
• 利用者の７割以上が芳賀・富士見地区に居
住。７０歳代以上の利用者が過半数となった。

• 利用目的としては、買い物（６８．４％）、
市役所等の手続き（１０．５％）、通院
（７．８％）の順であった。

＜運賃＞
• ８割超が「安い」または「ちょうどいい料金であ
る」と回答。

＜改善すべき点＞
• 「予約方法をもっと簡単に」といった意見が多く、
「病院やスーパーから簡単に配車される仕組み
があれば利用してみたい」といった声もあった。

＜将来の移動への備えとして＞
• ９割超の方が、ＡＩ配車タクシーにより「移動
不安が解消される」、「外出機会が増加する」と
回答。

AI配車タクシー 顔認証サービス
webアンケート回答より

＜活用実態＞
・利用しようと思ったきっかけとしては、顔認証その
ものに興味があったが最も多く、続いて自動運転に
興味があったから。先進技術への関心の高さが伺
える。

＜登録・認証＞
・顔認証登録時にマイナンバーカードを活用するこ
とについて、７割超が抵抗は感じないと回答。

・また７割超が乗降時の認証は容易であるとした。

・事前登録にアプリを２種類必要となることが煩雑
との声もあった。

（全体満足度）
・顔認証サービスへの全体満足度は７割弱。一
方で顔パスで公共交通を乗降できることそのもの
への期待としては９割超が期待していると回答。



ＭａｅＭａａＳ周知活動

ＭａｅＭａａＳとは…
「前橋版ＭａａＳ」のニックネームです。
「交通を軸に人生を”前”に回す（前進）」
というテーマのもと、世代を問わず呼びやすい名前とし

て、「ＭａｅＭａａＳ」と名づけました。
既存の交通手段と新しいテクノロジーを組み合わせ、前

橋の交通をもっと便利にすることで、前橋での暮らしが
より豊かなものになるようにという思いを込めています。

マアチット・デ・ノッケルさん
前橋の交通の案内猫。
大きな目と耳で情報をキャッチし、みなさまを
丁寧にご案内します。
前橋の市章「輪貫」と同じまんまるなメガネが
チャームポイントです♬
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ＪＲ前橋駅×前橋市 ＭａａＳ周知活動

階段でのポスター掲示 駅構内ウォータースクリーン

エキナカ通路 観光案内所サイネージ
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ＭａａＳ利用説明会

ＪＲ前橋駅利用説明会

郊外部デマンド説明会

けやきウォーク前橋説明会
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ＭａａＳ周知企画

ＰＲ動画公開市政広報での特集利用者参加型コンテスト
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今後の方向性 12

２月 ３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和3年度MaeMaaS

step1 サービス開始

令和３年度ＭａｅＭａａＳ想定スケジュール

効果測定アンケート

国交省令和２年度第三次補正予算
補助事業要望申請

国交省・経産省公募申請

システム開発に向けた関係者協議

関係事業者との調整
令和3年度MaeMaaS 

step2サービス開始

活性化再生法改正に対応した計画策定と交通再編の実施
（例：地域公共交通計画、利便増進実施計画、共同経営計画等 ）

※step1.2とも国公募事業の採択状況により実施内容の検討

交通再編実施

◆国公募への申請について(step2サービス)
・前橋市地域公共交通網形成計画の実現に向けた市内交通再編作業に併せ、国土交通省（日本版MaaS推進・支援事業）及び経済
産業省（地域新MaaS 創出推進事業）への公募申請を実施。
・公共交通における移動データの取得手法の構築、並びにデータ連携に関する検討を進め、運賃政策も含めた交通再編や地域振興等への
データ活用プラットフォームとしての構築を進める。

◆三次補正予算の活用による早期のプロジェクト 着手(step1サービス)
・これまで（令和元・２年度）の取り組みを踏まえ、市民にとって使いやすいシステム及び利用環境を構築。
・早期のプロジェクト着手及び長期間の継続した実施により、ＭａｅＭａａＳを地域へ定着。
・利便性向上により公共交通そのものの利用促進を図り、公共交通網の充実に繋げていく。
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